
１ 課題設定の背景 平均耕地面積：23.5㏊ 経営面積の96％が水稲 平均年齢：58歳

6戸に後継者
規模拡大

担い手の育成と交流の促進

①高品質米生産技術の推進
②若手農業者への栽培
基本技術習得支援

③新規雇用労働力の確保
と農作業の効率向上

水稲の高品質米安定生産技術の確立

①高品質米生産技術の推進
 Ｒ３の調査結果から、各農家の改善が必要な事項を提案
 稲の生育状況を伝え、栽培管理の変化を農家に確認してもらう
 除草剤試験の実施
 『普及センターからのお便り』と 『 稲のあゆみ』で情報伝達

Ｒ４年の問題点と改善点を個別に提案
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A 様 巡回日

栽植密度

ゆめぴりか定点調査 株間

★平均は重点地区11戸ゆめぴりか平均値

■苗調査(5/17実施) ■水深調査

■生育調査

(本/m2)

■収量構成・決定要素

収量は坪刈調査の数値、篩い目1.95mmで調整

■品質（％）

■普及センターより

今年の振り返り　＆　次年度に向けて

あなた
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29.8

ゆめぴりかの適正移植葉令：成苗　3.6～4.3葉、中苗　3.1～3.5葉、
草丈：成苗　10～13cm、中苗１０～１２cm

育苗日数は成苗・中苗ともに30日を目標とする

7月14日6月18日

備考

単位

令和3年度

稲の
あゆみ

氏名

育苗様式 中苗マット 品種 ゆめぴりか 30.9 株/m2

青 木 拓 也

9.8 cmほ場

移植深

（cm）(葉) (月日) (日）

項目 は種日 草丈 葉数 移植日 育苗日数

7/146/7 6/18単位 (月日) (cm)

水深（cm）

7/9

7.3

平均 4月17日 12.9 4.0 4.6 4.6

あなた 4月21日 15.0 3.1 3.0 3.7

2.5

9.7

829

(株/本) (本/m2)

穂数

8月13日

あなた 30.9 7月24日 73.7 17.0

単位 (cm) (月日) (cm) (cm)

項目
草丈 出穂期 稈長 穂長

分げつ期は浅水管理（3～4cm）
幼穂形成期から出穂始は深水管理（５→２０cm）

適正移植深は1.5～2cm

備考

835

699

項目 一穂籾数 総籾数 不稔歩合 稔実籾数 千粒重

平均 31.5 7月21日 66.9

収量 屑米重

656

目標穂数580～650本/m
2

26.8

（kg/10a） 1.9mm上

48.4 40,125 7.7% 37,038 23.5

16.5

あなた 71.4 24.8 2.5 0.9 0.5

項目 整粒 未熟粒 被害粒 死米 着色

平均 48.6 31,923 5.1% 30,227 23.2 583 74 93%

備考 タンパク6.8％以下でP次、7.4％以下でF次

1.2 0.7 0.9平均 73.6 23.5

83% 78%

備考

 一年の栽培管理お疲れ様でした。また、調査へのご協力ありがとうございました。
 苗は葉数に対して草丈が⾧く、徒⾧気味となりました。水のやり過ぎや、ハウス温度を高くしすぎてない
か確認してください。ハウスの通路側の苗が生育不良となっていたのも、来年に向けて改善できるよう検討
していきましょう。
 移植深が深めになっていたので、植付設定を確認してください。苗の草丈が⾧いと、葉先への風の影響を
少なくするために深く植えてしまい、初期の生育が遅れるといった、悪循環に陥りやすいです。
 株間が9.8cmとやや狭く、㎡当たりの穂数が過剰になっています。屑米重が多くなっていることから、養
分の奪い合いになり、粒張りが悪くなった可能性があります。タンパクも低く、株当たり茎数もしっかり確
保出来ているので、株間は11cm程度で良いかと思います。
 来年に向けて改善できる点は一緒に取り組んでいきましょう!

9/7

タンパク
あなたのSTRONG!

　ポイント
あなたのWEAK･･･

ポイント 苗質、移植深

6.0

9.8

適正総籾数：28,000～32,000粒/㎡ 坪刈日：

89% 81%

598 118 88%

1.95mm上 2.0mm上

粒厚分布(％)

27.9

（粒/本） （粒/m2） （％） （粒/m2） （ｇ） （kg/10a）

水稲を核とした農業経営の安定化

２ 活動の経過

●水稲の高品質米安定生産技術の確立

●担い手の育成と交流の促進

②若手農業者への栽培基本技術習得支援
 水稲の基本技術習得に向けて研修会を実施

ア 育苗管理

イ 冷害危険期の水管理と移植時の苗生育調査結果の報告

ウ 適期刈取り

エ 石の多いほ場での農機の操作方法とメンテナンス

①高品質米生産技術の推進を図り、担い手の育成と交流の促進のために②若手農業者への栽培基
本技術習得支援と③新規雇用労働力の確保と農作業の効率向上に取組んだ。
結果、高品質米生産技術改善実施戸数7戸となり、高品質米の生産性は向上した。また、若手農

業者への研修会一回当たりの平均参加者数は10.3人となった。農作業マニュアルの活用で１事業所
当たり新規雇用者は３人となり、新規雇用労働力は確保され、農作業の効率が向上した。

水位センサーによる減水量調査
｢水深情報を収集｣

地域内の交流の場が少ない

稲のあゆみで
｢我が家の１年の努力｣

が分かります

水稲生育ステージに
応じた普及センター
からのお便り

苗
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③新規雇用労働力の確保と農作業の効率向上

 農作業マニュアルの補完と作業マニュアルを活用した新規

雇用者の確保・実績調査を実施

 雇用者の労働状況を聞き取りし、農家へ実績を報告

 継続的な農作業マニュアルの活用の推進

活動対象：東川町東部地区（１４戸２法人）

稲作主体

雇用者の作業の様子を
詳しく紹介してます



～地域の声～

４ 今後の活動

● 水稲の高品質米安定生産技術の確立 ●担い手の育成と交流の促進

・ 高品質米生産に向けた個別農家の課題

解決への支援

・ 水田の透排水性改善に向けた取り組みを
進める

・ 後継者のいる農家の高品質米生産に向けた技術支援とその

実証を図る

・ 農作業マニュアルの補充を行いながら、継続活用を依頼

・ 新規農業雇用者の増加効果の検証

研修会には５戸から２世代の参加があり、自分と複数の水
稲ほ場を比較しながら生育状況を学んだ。
｢農業技術を、親の経験値以外から具体的に教わって良か
った。｣と、薬剤効果、農機の管理方法も含めた意見交換が
行なわれた。

水稲栽培研修会１回当たり参加者数 目標11人 → 実績10.3人

農作業マニュアルの充実を図った。また、作業マニュアルを活用した新規雇用者は６名確保さ

れ、１事業所当たり３名となった。該当事業所に雇用状況を聞き取りし、継続的な農作業マニュア

ルの活用も依頼した。

農作業マニュアルを活用した１事業所当たり新規雇用確保者数 目標３人 → 実績３人

『稲のあゆみ、普及センターからのお便り』でタイムリーな情報が発信され、適正な栽培管理に
つながった農家が増えた。 技術改善実施戸数 目標 ５戸 → 実績７戸

・次年度に向けた栽培管理の
見直しができる

３ 活動の結果

新規雇用者
・動画で作業が確認でき、
作業内容が分かりやすかった

農作業マニュアルからの新規雇用

『稲のあゆみ、普及センターからのお便り』

・我が家の悩みどころが浮
き彫りになっていた
しっかりと説明され、目
標が分かった

B農家
地点①で残
草あり。代
かきの均平
や効果的な
体系処理が
必要!

Ｆ農家
ワキの発生
による根傷
み対策とし
て、春の心
土破砕施工
予定

●水稲の高品質米安定生産技術の確立
①高品質米生産技術の推進

●担い手の育成と交流の促進

②若手農業者への栽培基本技術習得支援

Ｂ農家の除草剤試験結果

雇用した農家
・仕事をお願いすると、
｢動画を見たので、仕事の仕方は分か
ります｣
仕事内容の説明時間と手間が省けた!
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第１回目 第２回目 第３回目

若手・女性農業者 経営主

(人)

研修会への参加状況人数

Ｃ農家
品質と収量アッ
プを目標に、腐
熟資材の施用と
稲わらの秋すき
込みで地力増進
を実施

○;７戸が技術を改善


